
 

ごあいさつ 

 

 第２次陸前高田市地域福祉活動計画は、令和７年度から令和１１年度までの

５ヶ年を計画期間といたします。第１次陸前高田市地域福祉活動計画は、陸前

高田市の地域福祉計画の終期と整合を図るため令和３年度から令和６年度まで

の４ヶ年を計画期間とするものでありました。この期間は、東日本大震災から

１０年余を経過する復興事業の収束と、予想もできなかった新型コロナウイル

スのパンデミックに見舞われるという期間となりました。大震災のかさ上げに

よる中心市街地の整備をはじめとする復興事業が、ハード面で完了するととも

にコミュニティの再生、被災者のメンタルケア等のソフト事業への転換が言わ

れる状況となりました。この中で迎えた新型コロナウイルスの蔓延は、ウイル

ス感染の特性から、人と人との接触が、「３蜜の制限」により規制されること

となり福祉活動が大きな制約を受けることとなり計画の推進を大きく妨げるこ

ととなりました。こうした中で、地域の人口減少、少子高齢化の進行は著しく

これまで地域コミュニティを支えている“絆”共助に多様な課題をもたらす事

となっています。 

 令和７年度は、国が定めた東日本大震災の第２期復興・創生期間の終了年と

されています。デフレ経済を個人消費の拡大による転換を図るための賃金改善

が進む中、被災地は、震災復興需要の収束に伴う地域経済の停滞と進行する少

子高齢化人口減に伴う地域コミュニティが危機的状況にあります。 

 第２次陸前高田市地域福祉活動計画は、こうした状況の下、陸前高田市の地

域福祉計画と連動し持続可能な地域づくりを推し進め、計画の基本理念「健康

で安心して くらせる 支え合いのまちづくり」を協働で推進するため具体的

に地域での新たな共助の再構築を柱に共生社会の構築に向け基盤を整備するこ

とを目的とするものです。 

 結びに、本活動計画策定にあたり、ご尽力賜りました、策定委員の皆様をは

じめ、地域福祉懇談会や地域福祉座談会（関係団体）等にご協力いただいた皆

様に深く感謝を申し上げます。 

 

 

令和７年３月 

 

 

社会福祉法人 陸前高田市社会福祉協議会 

      会 長   佐々木 公 一 
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